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　平成 30 年６月定例議会は、６月８日～ 19 日までの 12 日間開催されました。条例の改正、平成 30 年
度一般会計及び特別会計の補正予算等 21 件の議案等が提出され、いずれも原案のとおり可決しました。
　今回は３月の骨格予算に対して肉付け予算となり、一般会計及び特別会計の補正予算、これに係る条
例改正等について「予算等審査特別委員会」を設置し、審議しました。

（付記事項Ｐ３・審査結果Ｐ４参照）

　委員会審査とは、本会議における審議の前の詳細な審査です。
　定例会の最終日の本会議で、予算等審査特別委員会委員長から審査結果の報告を受け、その中で付記
（委員会としての意見・要望）をつけ、それをふまえて採決が行われます。
　予算等審査特別委員会に付託された全 10 件について関係各課より説明を受けました。

【委員会での付記事項】
①�ジビエ施設整備事業については、平成 29 年度から平成 31 年度の３カ年計画にもかかわらず、
未だ責任体制、運営主体が確立されていないこと、将来の経営計画（収支バランス計画）が確
立されていないこと等から、早急のこの対策を行い議会への報告を求める。

②�一般社団法人美郷町観光協会については、中小屋天文台、スカイロッジ銀河村の指定管理、観
光情報発信の一本化、旅行宿泊ツアー等の開発など現時点の予定のみにとどまらず、現観光協
会事務局体制を早期に一般社団法人へ移行し、新しい体制としての美郷町観光協会事務局の役
割を担うことを強く要望する。
　�　又、一般社団法人美郷町観光協会の全体像及び将来的な位置づけなどがはっきりしないこと
から、単年度の収支計画及び長期の計画を議会へ示し、説明を行うこと。

③指定管理施設の備品購入等については、リスク分担を十分精査することを望む。
　�　又、指定管理者への経営支援的なイベントの計画については、他の指定管理者との関係も含
め十分検討すること。

（一般会計補正予算（第 1 次）における主な計上事業）※金額は万円単位で切り捨てています。

◆総務費
　①CATV北郷 FTTH（光ケーブル）化設計業務委託……………1,911 万円
　②定住対策関連事業…………………………………………………435 万円
　③コミュニティ助成事業……………………………………………250 万円
◆農林水産業費
　①農業生産組織担い手育成強化事業（町単）
　　農業次世代人材投資事業交付金等……………………………1,197 万円
　②中山間地域総合整備事業　測量設計費、工事請負費等……3,937 万円
　③県単鳥獣被害対策事業　ジビエ解体処理施設整備等………3,924 万円
　④県単林道網整備事業　測量設計等………1億 610 万円
　⑤過疎対策事業　林道整備……………………4,520 万円
◆商工費
　①一般社団法人美郷町観光協会補助金………1,159 万円
◆土木費
　①過疎対策事業　道路新設改良………………2,970 万円
　②防災・安全交付金事業　老朽化対策………8,880 万円
　③道整備交付金事業　道路新設改良…………5,260 万円
◆教育費
　①学習支援用備品費　ICTタブレット等………775 万円
　②みさと未来塾事業委託料………………………225 万円

【６月定例議会】平成30年度　肉付け予算を原案可決　本格的始動！

タブレットを使用しての授業風景

人件費
13.10億円
(18.1%)

補助費等
8.84億円
(12.2%)

公債費
11.65億円
(16.1%)

物件費
13.37億円
(18.4%)

普通建設事業費
10.58億円
(14.6%)

扶助費
5.41億円
(7.5%)

投資的経費
10.84億円
(14.9%)

●義務的経費
　職員の給与、町債の償還、扶助費
　(児童福祉・社会福祉等経費)に要する経費
●投資的経費
　道路等の公共施設の整備や災害復旧等に
　要する経費 

その他
8.18億円
(11.3%)

維持補修費
1.1億円
(1.5%)

災害復旧事業費
0.25億円
(0.3%)

歳出
72.49億

歳  出

補正予算額
８億2,776万円

定住対策関連事業に435万円
ジビエ解体処理施設整備等に3,924万円

義務的経費
30.17億円
(41.6%)

その他一般
行政経費

31.49億円
(43.4%)

予算等審査特別委員会

委員会で現地を調査しました

速日鉱山処理施設（北郷　小原）

迫内・南風谷線改良予定現場（西郷　田代）

公営住宅改修予定家屋（北郷　入下）

神門保育所（南郷　神門）
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【議案の主な内容】
◎美郷町国民健康保険税条例の一部改正
　世帯数及び被保険者数が減少するなかでの予算額確保の為の改正

◎公の施設の指定管理者の指定
　中小屋キャンプ場等施設及び中小屋天文台等施設に関して「一般社団法人美郷町観光協会」を指定管理者とし
て指定する。（指定期間：平成 30 年７月１日～平成 33 年３月 31 日）

◎美郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
　放課後児童支援員の基礎資格等について、一定の実務経験があり、かつ、町長が適当と認めた者に対象を拡大

◎職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
　臨床検査技師の特殊勤務手当を廃止
　放射線取扱手当：給料月額８％⇒段階的に引き下げを行い、平成 33 年度に 12,000 円とする。

指定管理者の運営となる中小屋キャンプ場 放課後児童クラブの様子

提出された議案と審査結果

議 案 番 号

報 告 第 １ 号

承 認 第 1 号

承 認 第 2 号

承 認 第 3 号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議　案　名

平成29年度繰越明許費の報告について

美郷町税条例の一部を改正する条例の専決処分（専決第１号）の承認を求めることについて

美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分（専決第２号）の承認を求めることについて

平成29年度美郷町一般会計補正予算（第８号）の専決処分（専決第３号）の承認を求めることについて	

美郷町行政手続条例の一部を改正する条例

美郷町職員定数条例の一部を改正する条例

職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

美郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

美郷町介護保険条例等の一部を改正する条例

美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例

公の施設の指定管理者の指定について

平成30年度美郷町一般会計補正予算（第１号）

平成30年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）

結　果

（報　告）

承認 (全員一致 )

承認 ( 全員一致 )

承認 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

町
営
住
宅
の

　

環
境
整
備
に
つ
い
て

【
問
】新
し
く
建
築
さ
れ
た
町
営
住
宅
は
、

オ
ー
ル
電
化
に
近
い
内
装
設
備
で
あ
り
、

又
、エ
ア
コ
ン
の
設
置
ま
で
整
え
ら
れ
て

い
る
。今
ま
で
は
、ほ
と
ん
ど
入
居
者
の
負

担
で
設
置
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、入
居

料
金
が
所
得
に
準
じ
て
同
じ
で
あ
る
な
ら
、

入
居
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
、町
が
改
装
費

用
を
負
担
す
べ
き
器
具
も
あ
る
の
で
は
と

思
う
が
伺
う
。

【
町
長
】基
本
的
に
は
、今
ま
で
入
居
者
か

ら
要
望
・
不
満
が
届
い
て
い
な
い
の
で
、従

来
通
り
、入
居
者
負
担
と
し
た
い
が
、エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
今
後
、入
居
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
部
分
と
町
が
整
備
す

る
部
分
を
整
理
し
て
検
討
し
た
い
。又
、

オ
ー
ル
電
化
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、現

在
１
％
（
３
戸
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、財
政

上
、無
理
だ
と
思
う
。

【
問
】近
年
、森
林
の
伐
採
量
が
多
く
な
り
、

そ
の
後
の
再
造
林
率
も
高
い
訳
だ
が
、針

【
問
】産
業
振
興
策
に
つ
い
て

①
農
業
の
課
題
と
対
応
策
は
・
産
地
間
競

争
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
策
は
・
耕
作
放
棄

地
（
宝
の
山
）
の
対
策
は
・
担
い
手
に
社

会
保
険
等
の
措
置
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
す
べ
て
の
産
業
に
お
い
て
、
一

番
重
要
な
こ
と
は
『
ひ
と
』
の
育
成
と
考

え
る
。『
ひ
と
』
の
育
成
に
努
め
た
い
。

ま
た
６
次
産
業
化
（
※
１
）
に
特
化
し
て

努
め
る
。
米
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
受
託
生
産

組
織
の
造
り
替
え
を
含
め
育
成
し
て
い
く
。

指
導
員
の
教
育
や
社
会
保
険
等
も
検
討
し

て
み
た
い
し
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
も
検
討
す
べ
き
で
は
。
金
を
稼
げ
る
農

業
を
考
え
る
。

※
１ 

６
次
産
業
化
　
１
次
産
業
と
し
て
の

農
林
漁
業
と
、
２
次
産
業
と
し
て
の
製
造
業
、

３
次
産
業
と
し
て
の
小
売
業
等
の
事
業
と
の

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
を
図
り
、
農
山

漁
村
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
取
り
組
み
。（
農

林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　一般質問とは、議員が本会議で町政全般にわたり、町長等の執行機関に対して、事務の執行状況や
将来に対する方針等について質問することです。
　本町議会では一問一答方式で、議員ひとりの持ち時間は40分です。
　平成30年第２回定例会の一般質問は、６月11日に行われ、６名の議員が登壇しました。本定例会
での主な質問と答弁の内容は、次のとおりです。

葉
樹
（
杉
）の
植
林
が
多
く
、原
木
と
な
る

ク
ヌ
ギ
の
植
林
が
低
下
し
て
い
る
よ
う
だ
。

原
木
椎
茸
栽
培
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

ク
ヌ
ギ
林
の
森
づ
く
り
、あ
わ
せ
て
、大
経

木
化
し
た
原
木
林
の
更
新
に
対
す
る
支
援

対
策
や
、国
か
ら
の
自
家
原
木
に
対
す
る

補
助
金
が
二
年
間
で
休
止
し
た
問
題
な
ど

の
対
応
策
を
、近
隣
の
自
治
体
の
よ
う
に
、

早
急
な
町
の
単
独
事
業
が
必
要
と
考
え
る

が
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】現
在
の
と
こ
ろ
、従
来
通
り
の
森

林
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。新
規
の

単
独
事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】行
政
の
行
事
や
、三
地
区
の
祭
な
ど

す
べ
て
の
行
事
が
表
示
さ
れ
た
美
郷
町
独

自
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て
み
た
ら
ど

う
か
伺
う
。

【
町
長
】町
や
地
域
の
行
事
な
ど
に
つ
い
て

は
防
災
無
線
で
常
に
流
し
て
い
る
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
表

示
し
て
い
る
の
で
、カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
に

つ
い
て
は
、考
え
て
い
な
い
。し
か
し
、北

郷
地
区
が
現
在
実
施
し
て
い
る
月
間
行
事

予
定
表
は
検
討
し
て
も
良
い
。

森田　久寛		議員

黒田　仁志		議員

産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

北郷地区行事予定
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【
問
】防
災
訓
練
、災
害
時
対
応
の
備
蓄
等

に
つ
い
て
は
十
分
女
性
の
考
え
を
取
り
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。町
防
災
会
議
に

女
性
を
委
員
と
し
て
登
用
す
べ
き
と
思
う

が
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】美
郷
町
男
女
共
同
参
画
条
例
に
従

い
、女
性
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】西
郷
病
院
に
お
い
て
、夜
間
の
火
災

を
想
定
し
た
訓
練
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

【
西
郷
病
院
】年
に
一
回
、夜
間
を
想
定
し

た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。基
本
的
に
は
、看

護
師
２
名
、医
師
１
名
、警
備
員
１
名
で
対

応
す
る
が
、火
災
報
知
器
が
作
動
す
れ
ば
、

自
動
的
に
職
員
・
消
防
担
当
に
一
斉
メ
ー

ル
が
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。か
け
つ

け
た
職
員
、消
防
団
、近
隣
の
住
民
の
力
も

借
り
て
避
難
誘
導
す
る
。

【
問
】や
が
て
子
ど
も
た
ち
は
町
を
離
れ
、日

本
各
地
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。首
都
直

下
地
震
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
こ
と
を
考
え

る
と
防
災
教
育
、命
を
守
る
避
難
訓
練
が
大

事
だ
。繰
り
返
し
繰
り
返
し
防
災
意
識
を
子

ど
も
た
ち
の
心
に
植
え
付
け
る
必
要
が
あ

る
が
、教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
教
育
長
】子
ど
も
た
ち
に
は
、自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
て

い
る
。特
に
一
年
生
入
学
時
に
は
避
難
場

所
を
一
次
、二
次
、三
次
と
設
定
し
災
害
に

応
じ
て
避
難
す
る
よ
う
教
え
て
い
る
。

要
は
多
く
な
っ
て
い
く
。こ
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
職
員
の
共
通
の
課
題
と
す
る
。

又
、町
政
懇
談
会
に
お
い
て
住
民
に
厳
し

い
状
況
を
説
明
し
、ご
理
解
を
仰
ぎ
た
い
。

後
世
に
つ
け
を
残
さ
な
い
施
策
を
展
開
し

た
い
。

【
問
】町
で
は
週
３
回
、配
食
サ
ー
ビ
ス
を

68
名
の
方
に
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
大
変
重
要
で
あ
る
。現
在
週
３

回
行
っ
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
４
回
、

又
は
５
回
に
増
食
し
て
欲
し
い
と
い
う
声

が
出
て
い
る
。今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者
が

増
え
る
と
共
に
増
食
の
必
要
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
が
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】町
民
の
方
々
の
健
康
と
い
う
意
味

で
も
、配
食
サ
ー
ビ
ス
を
週
５
日
望
ん
で

い
る
方
の
調
査
を
行
い
た

い
。増
食
に
向
け
て
は
職

員
の
増
員
、料
金
の
見
直

し
等
が
必
要
。町
民
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

【
町
長
】西
郷
地
域
は
昭
和
61
年
に
は
測
量

が
完
了
し
て
い
る
が
、土
地
の
境
界
が
不

確
実
で
登
記
が
不
可
能
な
地
域
が
一
部
あ

り
、実
測
課
税
へ
移
行
で
き
な
い
状
況
が

継
続
し
て
い
る
。南
郷
の
地
籍
調
査
が
終

わ
る
ま
で
に
は
ど
う
に
か
し
た
い
。

※
４ 

実
測
課
税
と
台
帳
課
税
　
実
測
課
税

と
は
、
地
籍
調
査
等
に
よ
っ
て
実
測
さ
れ
た

地
積
に
基
づ
い
て
課
税
す
る
方
法
。
台
帳
課

税
と
は
、
地
籍
調
査
等
に
よ
る
実
測
さ
れ
た

地
積
で
は
な
く
、
地
籍
調
査
以
前
の
台
帳
に

基
づ
い
て
課
税
す
る
方
法
。

【
問
】合
併
し
て
13
年
目
に
入
り
、合
併
特

例
の
交
付
税
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

今
年
度
予
算
を
み
て
も
そ
の
傾
向
が
如
実

に
表
れ
て
い
る
。又
、人
口
が
減
少
し
、12

年
後
に
は
３
８
０
０
人
に
な
る
と
の
予
測

が
あ
る
。厳
し
い
未
来
予
測
の
中
で
の
行

政
施
策
を
伺
う
。

【
町
長
】予
算
は
少
な
く
な
る
が
、行
政
需

②
林
業
対
応
策
と
し
て
林
業
大
学
校
へ
の

支
援
策
は
・
新
し
い
森
林
管
理
法
の
対
策

を
伺
う
。

【
町
長
】
ま
ず
は
住
宅
の
支
援
を
検
討
し

て
い
る
。
食
事
の
ケ
ア
も
検
討
の
余
地
が

あ
る
。
今
後
、
組
織
構
築
な
ど
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

③
商
工
業
対
応
策
と
し
て
年
度
当
初
建
築

業
の
仕
事
が
切
れ
な
い
よ
う
に
一
般
住
宅

支
援
補
助
金
の
前
倒
し
補
助
は
で
き
な
い

か
。
中
小
企
業
向
け
の
税
制
優
遇
措
置
の

強
化
も
今
国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
活
用
で
き
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
入
札
制
度
の
改
革
も
必
要
で
は
な

い
か
伺
う
。

【
町
長
】
予
算
残
や
例
外
と
し
て
の
繰
り

越
し
と
い
う
形
で
検
討
す
る
。
企
業
の
努

力
も
必
要
で
あ
る
。
法
改
正
に
つ
い
て
は

勉
強
し
て
い
く
。

【
問
】美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
（
※
２
）及
び
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

①
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
見
て
い
る
か
・

総
合
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
伺
う
。

【
町
長
】
２
０
４
０
年
に
３
６
０
０
人
を

死
守
す
る
目
標
に
向
か
っ
て
進
め
る
と
い

う
こ
と
で
認
識
し
て
い
る
。
現
状
か
ら
す

る
と
厳
し
い
４
つ
の
柱
を
い
か
に
展
開
し

て
い
く
か
、
一
度
に
は
無
理
な
の
で
、
優

先
順
位
を
つ
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

備蓄の状況

西郷病院での避難訓練の様子

キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
教
育
（
中
央
教
育
審

議
会
「
今
後
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
答

申
）」（
平
成
23
年
１
月
31
日
）
よ
り
抜
粋
）

【
問
】国
道
３
８
８
号
線
早
期
改
良
事
業
化

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】５
月
25
日
、３
８
８
号
線
道
路
検

討
委
員
会
が
あ
り
、門
川
町
建
設
課
５
名
、

美
郷
町
３
名
、土
木
事
務
所
９
名
で
現
段

階
で
の
ル
ー
ト
の
説
明
が
あ
っ
た
。県
は

今
年
度
、宮
崎
県
公
共
事
業
評
価
委
員
会

へ
の
諮
問
を
し
た
い
意
向
。そ
の
前
の
事

前
評
価
の
た
め
の
調
査
費
が
今
年
度
予
算

化
さ
れ
た
。

　
一
日
も
早
い
公
共
事
業
評
価
委
員
会
の

ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。ル
ー
ト
は
ど
こ
を
通
っ
て
も
、庭
谷

ま
で
二
車
線
に
な
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

【
問
】小
黒
木
・
山
口
原
線
の
改
良
工
事
に

つ
い
て
早
急
な
改
良
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、こ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】平
成
26
年
度
よ
り
改
良
工
事
が
始

ま
っ
て
い
る
。思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な

い
が
、事
業
費
が
付
け
ば
早
く
で
き
る
。予

算
が
付
き
次
第
で
あ
る
。

【
問
】美
郷
町
の
固
定
資
産
の
課
税
方
法
が
、

実
測
課
税
と
台
帳
課
税
（
※
４
）と
の
二

面
性
で
課
税
さ
れ
て
不
平
等
税
制
と
な
っ

て
い
る
。南
郷
地
域
は
今
、測
量
中
だ
が
、

西
郷
地
域
は
測
量
が
既
に
完
了
し
て
い
る

の
で
、早
急
に
実
測
課
税
へ
移
る
べ
き
と

思
う
が
伺
う
。

※
２ 

美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
　
美
郷
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け

る
分
析
等
を
基
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」
に
向
け
た
基
本
目
標
、
施
策
の
基

本
的
方
向
等
を
ま
と
め
た
も
の
。

②
現
在
の
計
画
な
ど
に
と
ら
わ
れ
な
い
計

画
変
更
を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
急
激
な
ビ
ジ
ョ
ン
変
更
は
行
わ

な
い
が
、
ど
う
行
動
す
る
か
は
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
精
査
し
て
い
き
た
い
。

町
民
に
も
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
町

が
な
ん
と
な
く
よ
く
な
っ
て
き
た
と
思
え

る
よ
う
な
町
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

【
問
】子
供
た
ち
の
教
育
の
方
針
に
つ
い
て

①
全
体
的
に
、目
指
す
べ
き
教
育
方
針
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
伺
う
。

【
教
育
長
】
美
郷
な
ら
で
は
の
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
、
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど

検
討
し
て
い
く
。
西
郷
地
区
の
施
設
一
体

型
の
教
育
に
つ
い
て
最
重
要
課
題
と
し
て

進
め
て
い
く
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
※
３
）の
進
め
方
に

つ
い
て
お
考
え
を
伺
う
。

【
教
育
長
】キ
ャ
リ
ア
教
育
等
に
よ
り
様
々

な
経
験
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
美
郷
を

愛
す
る
子
ど
も
た
ち
に
育
て
て
い
き
た
い
。

※
３ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
　
一
人
一
人
の
社
会

的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、

固
定
資
産
税
の

　

不
平
等
課
税
に
つ
い
て

山田　恭一郎　議員

山本　文男　議員

川村　義幸　議員

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

防
災（
危
機
管
理
）に
つ
い
て

国
道
３
８
８
号
及
び
町
道
小

黒
木
・
山
口
原
線
の
早
期
改

良
に
つ
い
て

中嶋　奈良雄　議員

町道　小黒木山口原線

地籍調査
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議　　会　　活　　動議　　会　　活　　動

レンタルオフィス開所式

総務課への調査

町民生活課への調査

現地での実際の踏査 早期着工に向けて議会
一丸となります

宮崎五十鈴会

第２回定例会の傍聴席

４月
　４日／九州中央自動車道五ヶ瀬～高千穂道路
　　　　事業化決定セレモニー
　５日／議会広報広聴特別委員会広報部会
　９日／県等関係機関新年度挨拶まわり
１１日／西郷中学校入学式
１２日／美郷南学園・南郷幼稚園合同入学（園）式
　　　　田代小学校入学式／美郷北学園小学部入学式
１３日／田代幼稚園・北郷幼稚園入園式
　　　　日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会監査
１７日／西郷地区戦没者追悼式
１８日／宮崎五十鈴会
２０日／例月現金出納検査
２５日／レンタルオフィス開所式
２７日／議会改革等調査特別委員会

５月
　１日／日向市新庁舎「開庁式」
１１日／入郷地域開発期成同盟会議長会
　　　　日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会総会
　　　　東臼杵郡町村議会議長会定期総会
１７日／例月現金出納検査
１８日／東臼杵郡監査委員協議会定期総会・研修会
２１日／九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会宮崎県側理事会
　　　　平成３０年度各種協議会・期成会総会
２３日／九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会合同理事会
２４日／入郷地域開発期成同盟会役員会
２８日／県道東郷西都線整備促進期成同盟会総会
　　　　全国町村議会議長研修会～２９日
　　　　県選出国会議員との意見交換会
２９日／耳川広域森林組合第１８回通常総代会

６月
　１日／議会運営委員会・全員協議会
　２日／みやざき県民総合スポーツ祭総合開会式
　９日／第２回定例会（～１９日）
１７日／日向五十鈴会
１９日／九州電力主催ダム通砂事業説明会
２０日／例月現金出納検査
２４日／日向西郷会
２５日／日向土木事務所への要望活動
　　　　議会広報特別委員会
２６日／日向東臼杵広域連合議会・議運
２８日／総務厚生常任委員会所管事務調査
２９日／文教産業常任委員会所管事務調査
３０日／御田祭（～１日）

　傍聴は先着順となります。また、傍聴席には限りがありますので、
団体で傍聴される場合は、事前にご連絡ください。

定例会会期日程、一般質問通告一覧を町ホームページに掲載
(※定例会開会日の概ね１週間前)しておりますので、ご覧ください。

次の定例会は、

９月３日（月）開会予定です。

お問い合わせは議会事務局へ（電話66-3607） 第２回定例会のようす

検索宮崎県美郷町

次回定例会のご案内

傍聴席へ
どうぞ !!

　美郷町議会には次の委員会があり、それぞれの部門で調査・研究・審議を行い、議会活動に生かしています。
○常任委員会
　（１）総務厚生常任委員会：消防や税、医療や福祉などに関する調査を行います。
　（２）文教産業常任委員会：農林業や建設、教育、産業などに関する調査を行います。
○議会運営委員会
　議会の運営を円滑・効果的に進めるために協議を行います。
○特別委員会
　（１）国道３８８号整備促進特別委員会：国道３８８号の早期改良整備促進に関する協議を行います。
　（２）議会広報広聴特別委員会：議会広報に関する調査・研究、町民との意見交換会の開催などを行います。
　（３）議会改革等調査特別委員会：議会改革等に関する調査・研究を行います。

■総務厚生常任委員会
　６月２８日（木）午後 1時 30分から、委員会室で総務厚
生常任委員会所管事務調査を行いました。当日は総務課と町
民生活課の課長以下、担当者からの説明を受けました。総務
課への調査では、災害等の対応についてや消防備品の管理の
状況等についての説明を受けました。また、4月から新体制
となった救急体制について説明を受け、議員からは消防備品
の点検や応援協定についての質問を行いました。
　また、町民生活課への調査では、各地区の学童保育の取
り組みや、ゴミ処理状況について説明を受け、ゴミ処理に
係る料金や不法投棄について質問を行いました。
　次回定例会において、委員会報告を行う予定です。

■文教産業常任委員会
　６月２９日（金）午前８時 30 分から、国道３８８号美郷町黒木地
区から門川町庭谷間の現地踏査を行いました。建設課職員及び文教産
業常任委員らで現地を訪れ、担当者からの説明を受けました。現時点
での検討されているルートや現地の状況を確認し、早期改良に向けた
要望活動の重要性を改めて認識しました。
　次回定例会において、委員会報告を行う予定です。

■議会改革等調査特別委員会
　平成３０年６月１２日・１４日・１５日に議会改革等調査特別委員
会が行われました。昨年の議会改革に引き続き、今回は美郷町議会改
革第２期と位置づけ、実施する項目の検討課題について話し合いまし
た。現在は議会だよりのモニター制度や町団体との懇談会を実施する
予定にしており、今後、町民に開かれた議会を目指し、様々な取り組
みを行っていきます。

消防備品の管理状況や学童保育の
取り組みついて調査

国道388号　黒木～門川町庭谷間の現地を確認

議会改革の事項を検討
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日向土木事務所への要望活動日向土木事務所への要望活動

　

暑
さ
が
厳
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
皆
様
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

６
月
の
定
例
会
で
は
平
成
30
年
度
の

肉
付
け
予
算
も
原
案
可
決
し
、
本
格
的

始
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
活
発
な
意
見
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
６
月
定
例
会
で
は
、
12
名
の
中

学
生
が
議
会
の
傍
聴
を
さ
れ
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
若
い
世
代
が
、
議
会
へ

の
関
心
を
持
っ
て
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

６
月
末
に
は
、
日
向
土
木
事
務
所
へ
の

要
望
活
動
も
実
施
し
、
そ
の
様
子
も
議
会

だ
よ
り
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
一
丸
と
な
っ

て
要
望
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
嶋
奈
良
雄

（
編
集
）

　

美
郷
町
議
会

　
　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
広
報
部
会	

部
会
長
…
…
…
園
田　

義
彦

副
部
会
長
…
…
中
嶋
奈
良
雄

委　

員
…
…
…
山
本　

文
男

　
　
　
　
　
　

黒
田　

仁
志

　
　
　
　
　
　

那
須　

富
重

　
　
　
　
　
　

甲
斐　

秀
徳

＝
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
＝　

　広報モニターが決定しました！これから１年間、議会だよりについて、様々なご意見をいただきます。
よろしくお願いいたします。

広報モニター決定！

　平成３０年６月２５日、田中秀俊町長と全議員により日向土木事務所への要望活動を実施しました。明利浩久
土木事務所長からは、それぞれの要望事項についての現状等の説明があり「要望事項にある路線は、美郷町にとっ
ては必要な路線と認識している。」との話がありました。今後の事業促進につながるよう期待しています。

要　望　事　項
【国道３８８号】
　①美郷町西郷から南郷間の美郷トンネル取付道路の早期完成
　②門川町庭谷から美郷町北郷黒木間の早期事業化　
　③美郷町南郷鬼神野新屋敷から椎葉村大河内中山間の改良整備促進
【国道４４６号】
　①東郷町多武ノ木から児洗間の局部改良整備促進　　
【県道西都・南郷線】
　①美郷町南郷上渡川門田橋から荒木谷橋間の整備促進
【県道宇納間・日之影線】
　①美郷町北郷宇納間小原から日之影町中崎間の１．５車線的整備促進
【急傾斜地崩壊対策事業の整備促進】
　①急傾斜地災害の未然防止のための対策事業の推進
　　（南郷：長堀３地区・栗林地区／西郷：若宮地区）
【治水事業の整備促進】
　①堆積土砂の除去（一級河川小丸川・二級河川五十鈴川）

甲斐　糸波	氏（南郷地区） 長友　一政	氏（西郷地区） 奥井　博貴	氏（北郷地区）


